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月
24
日
に
、
は
あ
と
ぴ
あ
ま
つ
り

　
　
　

が
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と

ぴ
あ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
の
特
色
を
活
か

し
た
健
康
づ
く
り
と
福
祉
を
町
民
に
広
く

普
及
啓
発
す
る
た
め
、
町
や
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り･

福

祉
団
体
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
、
町
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

て｢

み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス
２
０
１
４｣

の

第
１
弾
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美浜町制施行60周年記念

みはまナビフェス2014･ 健康福祉祭

はあとぴあまつり

親子で楽しむ ｢ キッズタイム ｣

｢ へしこドドンパ体操 ｣ で健康づくり

オープニングの風船飛ばし

美浜よさこい乱 DE 舞のよさこい

子どもに人気のお菓子釣り

へしこピザ ･ へしこサンドの販売

絵手紙サークル華による
絵手紙体験

胡蝶による民謡踊り

11 2 ～ 9月 日 日( 日 ) ( 日 )

骨密度や脳年齢等の各種測定コーナー

8

文化部門

産業部門

11 15 ～ 16月 日 日( 日 ) ( 日 )

ふたりのロッテ
劇団四季ファミリーミュージカル
2 日 ( 日 ) 午後 3 時～

舟を編む
映画
3 日 ( 月 ) 午後 2 時～、午後 7 時～

読書感想文コンクール表彰式
美浜を詠う短歌コンクール表彰式

8 日 ( 土 ) 午前 10 時～

飴田彩子 氏　講演と朗読

8 日 ( 土 ) 午後 1 時 30 分～
講演＆朗読

芸能の祭典

9 日 ( 日 ) 午前 9 時～午後 4 時
文化団体ステージ発表

ふるさと美浜 こころうたコンサート

8 日 ( 土 ) 午後 6 時～
みはまナビフェス 2014 コンサート

大雲道人展
ル ･ サロン展銅賞受賞記念
3 日 ( 月 ) ～ 4 日 ( 火 )

展示 ( 文化協会、協賛団体、事業所等 )
6 日 ( 木 ) ～ 9 日 ( 日 )

体験 ( 文化協会、協賛団体、事業所等 )
8 日 ( 土 ) ～ 9 日 ( 日 )

会場 生涯学習センターなびあす

内容

会場 総合体育館

町の農林水産物 ･ 特産物の販売

農林水産物品評会

ステージイベント

特産品等が当たる大抽選会

※美浜町制施行 60 周年記念イベントと
　同時開催します。

　町の文化活動団体、農林水産団体、
商工観光団体が一堂に会し、さまざま
なイベントを開催します。

体験コーナー

屋台販売

ステージイベント

　

会
場
で
は
、
健
康
づ
く
り
や
介
護･

福

祉
に
関
す
る
体
験
、
適
正
な
塩
分
接
種
と

適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
に
よ
る
健
康
づ

く
り
運
動｢

げ
ん
げ
ん
運
動｣

の
啓
発

コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
屋
台
販
売

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約
１
，５
０
０
人
が
来
場
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
な
が
ら
1
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

みはまこども倖太鼓

手芸品の販売

みはまナビフェス
　　　　 2014Schedule

忍たま乱太郎キャラクターショー

内容

町政功労者表彰式
3 日 ( 月 ) 午前 9 時～
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決
算
報
告

歳
入
決
算
額
は
増
額

自
主
財
源
は
全
体
の
半
分
を
下
回
る

総
務
費
が
大
き
く
増
額

　
　
　

成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決

　
　
　

算
額
は
、
87
億
８
，
８
６
０
万
円

で
、
総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
教

育
費
の
4
つ
で
65
億
円
を
超
え
、
全
体
の

　
　
　

成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入

　
　
　

決
算
額
は
、
92
億
２
，
４
７
２
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
8
億
５
，

６
７
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
加
の
要
因
は
、
平
成
24
年
度
の
町
税
減

収
に
よ
り
、
そ
の
不
足
分
を
補
う
仕
組
み
の

普
通
交
付
税
が
、
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
た

こ
と
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
施
設

整
備
に
係
る
交
付
金
6
億
円
を
受
け
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方揮発油
譲与税

⑧各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動
車取得税交付金

⑨地方特例交付金･･･個人住民税における住宅借入金
等特別税額控除の実施に伴う地方公共団体の減収を
補てんするために国から交付されるお金

⑩地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

⑭交通安全対策特別交付金･･･交通安全施設の整備、
安全運転の確保、交通秩序の確立等一連の対策のため
に国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料
手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料

⑪国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫県支出金･･･事業等特定の目的の財源として県か
ら交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉・障がい者への福祉サービス
や老人福祉の増進、保育園や保健福祉センターの管
理･運営にかかる経費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理など、衛生的な生
活のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧土木費･･･道路・橋・河川・町営住宅の管理や都
市計画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理・運営、体育施設の管
理運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

歳入

歳出

歳出 ※ (　) は対前年比

用 明説語

①町税
25億3,766万円

(－4.0％ )

② 分担金及び負担金
1億 881万円

(－3.6％ )

③使用料及び

8,212万円
(＋9.8％ )

手数料

④その他
2億 8,586万円 (－23.1％ )

⑤繰入金 9,972万円 (－80.6％ )

⑥ 諸収入2億 7,020万円 (＋15.4％ )

⑦ 地方譲与税5,444万円 (－8.2％ )

⑧各種税交付金

(＋5.7％ )
1 億 3,825万円

⑨地方特例交付金

(＋1.7％ )
246万円

地方交付税
1 0億 2,698万円
⑩

(＋62.9％ )

国庫支出金
17億
2,545万円
(－26.8％ )

⑪

⑫県支出金
21億
9,863万円
(＋135.2％ )

⑬ 町債 (＋131.3％ )6 億 9,284万円

交通安全対策特別交付金
130万円

⑭
(－2.5％ )

歳入

92億
2,472万円
(＋10.2 ％)

①議会費1億 4 2 8万円
(－5.3％ )

②総務費
23億
1,331万円
(＋121.8％ )

③民生費
18億
613万円
(＋18.6％ )④衛生費

1 1億
9,963万円
(＋18.0％ )⑤労働費 3,760万円(＋ 8 . 7 ％ )

⑥農林水産業費6億 7,419万円
(－13.1％ )

⑦商工費2億 1,119万円
(＋28.4％ )

⑧ 土木費 4億 391万円(＋29.0％ )

⑨消防費2億 7,299万円 (－5.2％ )

⑩ 教育費
11億
9,597万円
(－48.7％ )

⑪ 公債費
4億 431万円

(－17.4％ )

⑫災害復旧費1億6,509万円(＋1,694.5%)

歳出
87億
8,860万円
(＋8.5%)

自主財源 (36.7％ )

依存財源 (63.3％ )

平一平

⑫災害復旧費･･･災害によって生じた被害の復旧に
かかる経費

　
　
　

般
会
計
の
歳
入
は
、
町
民
の
皆
さ

　
　
　

ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
の

施
設
を
使
っ
た
時
に
支
払
わ
れ
る
使
用
料

等
、
町
が
自
分
の
力
で
収
入
と
し
た｢

自

主
財
源｣

と
、
国
や
県
か
ら
交
付
を
受
け

た｢

依
存
財
源｣

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
割
合
を
見
る
と
、
自
主
財
源
が

36･

7
％
、
依
存
財
源
が
63
・
3
％
と

な
っ
て
お
り
、
歳
入
の
半
分
以
上
を
他
に

頼
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き

る
た
め
、
町
で
は
、
今
後
も
税
収
等
の
自

主
財
源
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

名　称 金　額 対前年比

町民税
個 人 4億6,002万円 －4.5%

法 人 1億652万円 －26.3%

固定資産税 18億5,521万円 －2.6%

軽自動車税 2,613万円 ＋0.8%

たばこ税 8,721万円 ＋3.0％

入 湯 税 257万円 ＋44.7%

合　計 25億3,766万円 －4.0%

 町税の内訳

70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
の
増
加
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
体
験
施
設
整
備
事
業
の
た
め
の
基
金(

事

業
を
行
う
た
め
の
積
み
立
て
金)

や
、
放
射

線
防
護
対
策
工
事
、
役
場
庁
舎
設
備
改
修
工

事
、
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
民
生
費
の
増
加
は
、
み
ず
う
み

保
育
園
の
整
備
工
事
が
本
格
化
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
教
育
費
は
、
前
年
と
比
べ
48
・

7
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す
の
完
成
に

伴
い
、
こ
の
建
設
工
事
の
経
費
が
減
少
し

た
た
め
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
4
億
３
，６
１
２
万
円
は
、
翌
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
総
額
を
今
年
3
月
31
日
時
点
の
町

の
人
口
で
割
る
と
、
1
人
あ
た
り
約
86
万

円
を
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成 25 年度

決算報告
　9月2日から開催された第6回町議会定例会で平成25年度の決算が認定されました。

　そこで今月号では、平成25年度に皆さんから納められた税金や、国または県からの収入がど

のように使われたのかを報告します。

　町には、お金を出し入
れするために3つの財布を
用意しています。
　1つ目は「一般会計」とい
う財布。これは、町の基
本的な行政サービスを行
うために必要なお金を出
し入れする財布で、通常
はこの財布にお金を入れ
たり、そこから払ったり
しています。(4～5頁)

　2つ目は、「特別会計」
という財布。この財布の
中は、7つに仕切られてお
り、「診療所事業」や「国民
健康保険事業」･等がありま
す。(6頁)
　3つ目は、一般の会社と
同じ会計方式をとる「企業
会計」という財布。
　現在、町には1つだけ
「上水道事業会計」という
会計があります。(6頁)

美浜町の 3 つの財布

町民 1 人あたりに使われたお金
( 平成 26 年 3 月 31 日現在の人口 10,197 人で計算 )

約 86 万 1,880 円

一般会計
歳入 ※ (　) は対前年比

※実際の決算額は円単位ですが、分かりやすくするため　 
　万円単位で表示しています。

平成25年度 決算報告
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美
浜
町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

　

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

で
は
、
4
つ
の
財
政
指
標
と
公

営
企
業
会
計(

美
浜
町
で
は
、上
水
道
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、集
落
排
水
処
理
事
業
、公
共

下
水
道
事
業
が
該
当)

の
資
金
不
足
比
率
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算
定
の
結
果
、
美
浜
町
は
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
値
を

下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

①実質赤字比率

②連結実質
　赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

15%

20%

20%

30%

25% 35%

20%

350%

不足なし

〈各指標〉 健全 悪化

黄
信
号 赤

信
号

各 

指 

標 

の 

説 

明

　保育環境の向上を図るため、みずうみ保育園を建設しました。保
育園再編により、順次新園舎の建築を進めてきた 3 園すべての新築
工事が完了しました。

黒 字

黒 字

12.8%

71.9%

平成 25 年度の主な事業
　町では、平成 18 年度から平成 27 年度までの 10 年間
のまちづくり方針を記した ｢ 第四次美浜町総合振興計画 ｣
に基づいて事業を進めています。

会計 内容 歳入 歳出 差引額

診療所事業 東部診療所と丹生診療所を運営する
ための会計 １億5,915万円 1億5,806万円 109万円

国民健康保険事業 自営業の方や退職者等の医療費等を
給付する会計 13億8,526万円 13億4,086万円 4,440万円

後期高齢者医療事業 75歳以上の高齢者等の保険料を収納
･納付するための会計 1億1,144万円 1億1,130万円 14万円

介護保険事業 介護保険の給付や高齢者の生活支援
等を行う会計 11億419万円 10億8,668万円 1,751万円

簡易水道事業 簡易水道施設の整備･管理を行う会計 1億7,202万円 1億6,686万円 516万円

集落排水処理事業 集落排水処理施設の整備･管理を行
う会計 1億7,215万円 1億7,201万円 14万円

公共下水道事業 公共下水道施設の整備･管理を行う
会計 5億1,059万円 5億1,039万円 20万円

会計 歳入 歳出 差引額

上水道事業
収益的収支(水道料等での収支) 1億2,976万円 1億2,408万円 568万円

資本的収支(施設建設等の収支) 4,379万円 7,927万円 －3,548万円(※1)

海抜表示板 ( 総合体育館 )

　エネルギー環境教育体験施設の整備 ･ 運営に向け、基本設計業務
及び地質調査業務を実施しました。また、施設整備に向けて、基金
に積み立てました。

　夜間の安全確保のため、町道美浜中学校線等に防犯街路灯 (LED
灯 )8 基を設置しました。

■安心で明るい通学路普及促進事業 [事業費] 425万円

　山上地係において、新産業団地の整備に向けた現地測量と地質調
査を実施しました。

■企業誘致調査事業 [事業費] 3,764万円

　舞鶴若狭自動車道全線開通に伴い、観光客の誘客対策として、映
画 ｢ サクラサク ｣ ロケ地の周辺整備や観光案内看板 (2 箇所 ) を設置
しました。
看板設置箇所 : 五湖の駅前、町道坂尻 ･ 太田線 ( パラッツォ付近 )

■若狭美浜観光PR事業 [事業費] 3,095万円

　山上地係において、住宅団地の整備に向けた用地測量と地質調査
を実施しました。

■若者定住化対策事業 [事業費] 1,583万円

　舞鶴若狭自動車道の開通に合わせ、町外からの来訪車両を主要箇
所へ円滑に誘導するため、主要道路に案内看板 (8 箇所 ) を設置しま
した。また、案内標識 (16 基 ) を製作しました。

■案内看板整備事業 [事業費] 1,576万円

　津波ハザードマップの作成と、町内 55 箇所に海抜表示板を設置
しました。

■地域防災力向上支援事業 [事業費] 687万円

　児童の学習環境の改善を図るため、美浜南小学校と美浜東小学校
に空調設備を整備しました。

■小学校空調設備整備事業 [事業費] 1億1,331万円

■みずうみ保育園整備事業 [事業費] 4億6,535万円

⑤資金不足比率 20%不足なし

各
指
各

の

指
標
の

明
説
明

①実質赤字比率
　一般会計等 ( 美浜町では一般会計と診療所事業 ) の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率。美浜町では、一般会計等決算の実質収支 (※2) が
黒字となるため、比率は表記されません。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、
全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

③実質公債費比率
　借金の返済負担の重さを示す比率。

④将来負担比率
　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。

⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額から経営状況の深刻度をみる比率。美浜町
では、4 会計とも資金不足がないため、比率は表記されません。

特別会計
　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられている会計
のことで、それぞれの会計が独自で収入 ･ 支出の経理しています。
　町の特別会計は全部で 7 つで、それぞれの決算額は次のとおりです。

企業会計
　自治体によっては、法律で設置が義務づけられている企業会計。
　美浜町は、地方公営企業法の「水道の給水人口が 5,000 人を超える自治体」に
該当するため、上水道施設の整備 ･ 管理を行う上水道会計を設けています。

平成25年度 決算報告

■エネルギー環境教育体験施設整備事業 [事業費] 6億2,029万円

　北田 ･ 金山 ･ 興道寺 ･ 麻生地区に、有害獣侵入防止柵 ( 延長
9,229m) を設置しました。また、有害鳥獣捕獲報奨金の支払いやニ
ホンザル巡回捕獲等を実施しました。

■有害鳥獣対策事業 [事業費] 1億3,473万円

観光案内看板 ( 五湖の駅前 )

空調設備の整備 ( 美浜南小学校 )

エネルギー環境教育体験施設 ( イメージ図 )

みずうみ保育園 ( 久々子 )

防犯街路灯 ( 町道美浜中学校線 )

※ 1 資本的収支で不足した 3,548 万円は、将来、施設改修のために保有している資金で補てんしました。

※ 2 歳入総額から歳出総額を差し引き、さらに、次年度に繰り越して行う事業に必要な財源を差し引いたもの
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

　
　
　

月
号
の
広
報
み
は
ま
で

　
　
　

は
、
大
野
市
の｢

越
前
お

お
の
食
べ
歩
き
見
て
歩
き
マ
ッ

プ｣

を
折
り
込
み
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
8
月
に
改
定

し
た
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
、
県
内
の
原
子
力
発
電
所

で
、
万
が
一
、
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
広
域(

30

 

km
圏
外
へ
の)

避
難
先
を
、
嶺
北
で｢

大
野
市｣

と
定
め
た
こ
と
を
契
機
に
、
大
野

市
と
の
地
域
間
交
流
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　

来
る
10
月
25
日
に
は
、
美
浜

町
区
長
会
視
察
研
修
に
お
い

■ お問い合わせ先
　町総務課 (担当 ･瀬戸 ) ☎ 32‐6700
　町企画政策課 原子力対策室
　(担当 ･武田喜孝 ) ☎ 32‐6701

｢越前おおの食べ歩き見て歩きマップ｣の配布

今

て
、
大
野
市
内
の
指
定
避
難
先

を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

大
野
市
は
、
今
年
7
月
に
市
制

施
行
60
周
年
を
迎
え
、
現
在｢

結ゆ
い

の

故く

に郷
発
祥
祭｣

と
題
し
た
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
の

度
、
両
市
町
の
交
流
を
よ
り
一
層

深
め
る
た
め
に
、
マ
ッ
プ
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
マ
ッ
プ

を
持
っ
て
、
大
野
市
を
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

｢東京美浜会｣の総会が開催されました

美浜の環境シリーズ 73

シリーズ ｢ ごみゼロの循環型のまちづくりを目指して！ ｣ ⑤

※お問い合わせ先　
　町住民環境課　担当･上野　
　☎32‐6703

～資源のゆくえ編～

　今月号は、資源のゆくえ編です。
　エコクル美方のリサイクルプラザに集められた不燃ごみと粗大
ごみは分別され、｢ 資源 ｣ としてリサイクルされます。

資源リサイクルへの
　　　　　取り組み

■ お問い合わせ先
･東京美浜会幹事長 山口 司朗 氏☎045-584-7945
･町企画政策課(担当･川崎)☎32‐6701

　
　
　

月
6
日
に
、
東
京
都
内
で

　
　
　

東
京
美
浜
会
の
第
26
回
総

会
並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
京
美
浜
会
は
、
首
都
圏
に
在

住
の
美
浜
町
出
身
者
で
構
成
さ

れ
る
会
で
、
現
在
の
会
員
は
、

１
０
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
や
会
計

報
告
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
口
町
長
と

藤
本
議
長
が
、
町
の
現
状
を

報
告
。
山
口
町
長
は
、
7
月
20

日
の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線

開
通
を
契
機
に
、
観
光
客
の
増

加
に
一
層
尽
力
す
る
こ
と
、
ま

た
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線

開
通
を
記
念
し
、
10
月
4
日
か

ら
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
る｢

若

狭
路
恐
竜
展
２
０
１
４｣

、
10
月

5
日
に
開
催
す
る｢

ふ
る
さ
と
美

浜
里
帰
り
同
窓
会｣

に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
ご
当
地
居

酒
屋
等
を
展
開
さ
れ
て
い
る(

株)

ｆ
ｕ
ｎ 

ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の

合
掌
社
長
も
出
席
さ
れ
、
美
浜
町

の
農
林
水
産
物
を
提
供
す
る
新
店

舗｢

福
井
県
美
浜
町｣

を
、
来
年
夏

頃
に
東
京
に
オ
ー
プ
ン
す
べ
く
、

準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
美
浜

の
想
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
放
映
や
、

ハ
ー
プ
弾
き
歌
い
デ
ュ
オ｢

ク
ロ

シ
ェ｣

に
よ
る
ハ
ー
プ
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
日
本
の

童
謡
・
唱
歌
で
あ
る｢

故ふ
る
さ
と郷｣

を
参

加
者
全
員
で
歌
い
、
懇
親
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

東
京
美
浜
会
で
は
、
美
浜
町
出

身
者
で
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ご
本
人
を
は
じ
め
、
ご
親
戚
や

ご
友
人
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

9

資
源
化
率
66

 

%

　

平
成
25
年
度
に
、
町
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
搬
入
さ
れ
た
不
燃
ご
み
と
粗
大

ご
み
の
量
は
、｢

約
３
９
０
ト
ン｣

で
す
。

こ
の
量
は
、1
年
間
に
住
民
一
人
あ
た
り
、

約
37

 

Kg
の
不
燃･

粗
大
ご
み
を
出
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
約
３
９
０
ト
ン
の
ご
み
の
内
、

66

 

%
を｢

資
源｣

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。

　

残
り
の
22

 

%
は
、
分
別
で
可
燃
ご
み
と

な
っ
て
燃
や
さ
れ
、
残
り
の
12

 

%
は
不ふ

燃ね
ん

残ざ
ん

渣さ(

※)

と
し
て
雲
谷
の
最
終
処
分
場

に
運
ば
れ
ま
す
。

※
最
後
ま
で
分
別
で
き
ず
に
残
っ
た
ご
み

売
却
さ
れ
る
資
源

　

資
源
は
、
種
類
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、

売
却
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
、
エ
コ
ク
ル
美
方

で
資
源
と
し
て
売
却
し
た
金
額
は
、

１
，０
５
４
万
７
，９
１
１
円
で
し
た
。

売
却
収
入
は
、
美
浜･

三
方
環
境
衛

生
組
合
の
ご
み
処
理
の
予
算
に
充
て

ら
れ
、
ご
み
処
理
経
費
の
負
担
軽
減

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
活
用

資源化物

↑リサイクルプラザ資源化率 ( 平成 25 年度 )

66%
不燃残渣

12%

可燃ごみ

22%

↑プレス成型されたアルミ缶

↑活性炭に加工される木材 ↑リサイクルして遮水
　シートや不織布とな
　るペットボトル

↑プレス成型されたスチール缶

　

雲
谷
の
最
終
処
分
場
で
は
、
雨
水
の
浸

透
を
防
ぐ
た
め
の｢

遮
水
シ
ー
ト｣

や
保

護
マ
ッ
ト
の｢
不
織
布｣

が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再

生
製
品
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
引
き
取
っ
て
い
る
業
者

が
製
造
し
た
も
の
で
、
町
か
ら
出
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
材
料
の
一
部
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
は｢

活
性
炭｣

に
加
工
さ

れ
て
、
エ
コ
ク
ル
美
方
の
施
設
の
脱
臭
等

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
資
源
化
に
よ
る
環
境

負
荷
の
低
減
、
資
源
の
売
却
に
よ
る
処
理

経
費
の
負
担
軽
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

↑各種イベントの紹介や、特産品、スイーツ等の商品引換券が付いた
　｢ 越前おおの食べ歩き見て歩きマップ ｣
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8
月
31
日
に
、
高
浜
町
を
中
心
に
平
成

26
年
度
福
井
県
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
原
子
力
防
災
体
制
の
強

化
や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
国
や

県
、
関
係
市
町
等
の
約
１
２
０
機
関
、
約

２
，０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
県
地
域
防
災
計
画
や

県
広
域
避
難
計
画
要
綱
等
の
実
効
性
の
確

認
を
主
眼
と
し
て
行
わ
れ
、
関
西
電
力
㈱

高
浜
発
電
所
3
号
機
に
お
い
て
全
交
流
電

源
の
喪
失
等
か
ら
施
設
外
へ
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
と
の
想
定
で
、
高
浜
町
を

は
じ
め
、
お
お
い
町
や
小
浜
市
、
若
狭
町

の
住
民
避
難
訓
練
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配

布(

※
1)

訓
練
、避
難
車
両
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ･

除
染
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
国
や
県
、
関
係
市
町
に
設
置

平
成
26
年
度
福
井
県
原
子
力
防
災
総
合

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

美浜発電所の状況

　今回の報告では、8月19日から9月17日までの美浜発電所の状況等に
ついてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　 務    課

企 画 政 策 課  

税　 務　 課

住 民 環 境 課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工 観 光 課

農 林 水 産 課

土 木 建 築 課

学 校 教 育 課

はあとぴあ　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生 涯 学 習 課 (なびあす内)
　　　　　　　３２－６７０９

出　 納　 室

議 会 事 務 局

上 下 水 道 課

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

３２－６７００

３２－６７０１

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７０８

お知らせ

募集や案内等、さまざまな

nformationnfornforＩ

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

　

開
発
途
上
国
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
私
た
ち
の
技
術･

知
識･

経
験
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
扉
を
た
た
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ま
た
、
募
集
期
間
中
に
は｢

体
験
談
＆

説
明
会｣

を
実
施
し
ま
す
。
予
約･

参
加

費
は
不
要
で
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
高
校
生
、
大
学

生
も
大
歓
迎
で
す
。

J
　

I
　

C
　

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

● 

青
年
海
外
協
力
隊(

20
歳
～
39
歳
対
象)

● 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

  (

40
歳
～
69
歳
対
象)

● 

募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

● 

募
集
期
間

　

10
月
1
日(

水)

～
11
月
4
日(

火)

● 

職 

種

　

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、
土
木

建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
社
会
福

祉
、
観
光･

商
業
、
ス
ポ
ー
ツ 

等

▽
10
月
4
日(

土)

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

　

県
国
際
交
流
会
館　

第
1･

2
会
議
室

● 

体
験
談
＆
説
明
会
日
時･

場
所

▽
10
月
8
日(

水)

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

　

県
国
際
交
流
会
館　

第
3
会
議
室

※
お
問
い
合
わ
せ･

相
談
窓
口

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸 

☎
０
７
６
︲
２
３
３
︲
５
９
３
１

・
国
際
協
力
推
進
員･

福
井
県
デ
ス
ク

☎
０
７
７
６
︲
２
８
︲
８
８
０
０

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

 h
ttp

://w
w

w
.jica.go

.jp
/

10
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の　

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

申
込
期
間　

　

10
月
1
日(

水)

～

※
町
内
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

● 

日 

時　

10
月
25
日(

土)

　
　
　
　

 

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

● 

会 

場　

は
あ
と
ぴ
あ

● 

内 

容   

　

み
ん
な
で
体
操
を
し
た
り
、 

か
け
っ
こ

を
し
た
り
し
ま
す
。

● 

対 

象　

在
宅
児
と
そ
の
保
護
者

◆｢

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

　
　
　
　
　

ち
び
っ
こ
う
ん
ど
う
か
い｣

● 

定 

員　

子
ど
も
80
人

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

☎
32
︲
０
１
９
２

行
政
書
士
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
行
政
書
士
会
敦
賀
支
部

☎
23
︲
８
１
４
０

● 

日 

時

　

10
月
１
日(

水) 

午
前
10
時
～
正
午

● 

会 

場　

町
役
場 

町
民
プ
ラ
ザ

● 

内 

容　

遺
言･

相
続
、
建
設
業
登
録
、

　
　
　
　

農
地
転
用
等
に
つ
い
て
の
相
談

※
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お知らせ
Mihama　Information

さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
と
、
防
災
機
関
が

一
堂
に
会
し
た
高
浜
原
子
力
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
情
報
共
有
が
な
さ
れ
、
市

町
災
害
対
策
本
部
か
ら
住
民
へ
避
難
等
の

情
報
が
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
高
浜

発
電
所
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る

前
に
、
Ｐ
Ａ
Ｚ(

発
電
所
か
ら
半
径
概
ね

5
㎞)

圏
内
の
要
配
慮
者･

一
般
住
民
が

避
難
し
、
そ
の
後
、
空
間
放
射
線
量
の
数

値
に
応
じ
て
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ(

発
電
所
か
ら
半

径
概
ね
5
～
30
㎞)

圏
内
の
避
難
対
象
地

区
住
民
が
予
め
指
定
し
た
避
難
先
へ
避
難

し
ま
し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
に
お
い
て
は
、
自
家
用

車
を
は
じ
め
、
バ
ス
や
自
衛
隊
車
両
、
海

上
保
安
庁
の
船
舶
等
、
あ
ら
ゆ
る
移
動
手

段
が
用
い
ら
れ
、陸
路
避
難
に
お
い
て
は
、

避
難
経
路
途
中
の｢

き
の
こ
の
森(

お
お

い
町)｣

と｢

若
狭
町
役
場
上
中
庁
舎｣

に
お
い
て
、
車
両
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
除

染
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
美
浜
町
で
は
、
県
の
広
域
避
難

計
画
要
綱
に
お
い
て
、
高
浜
発
電
所
で
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
高
浜
町
の
青
郷･

内
浦

･

高
浜
小
学
校
区
の
要
配
慮
者
を｢

美
浜
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ｣

に
受
け

入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
日
は
、
音
海

地
区
の
要
配
慮
者
１
人
の
受
入
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
県
が
取
り
ま
と
め
る
訓

練
の
課
題･

問
題
点
を
参
考
に
、
実
効
性

の
あ
る
原
子
力
防
災
計
画
の
見
直
し
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

↑ UPZ 圏内の避難対象地区住民に対し実施
　した ｢ 安定ヨウ素剤の配布訓練 ｣

↑避難車両に付着した放射性物質を
　取り除く ｢ 車両除染訓練 ｣

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
は
、
放
射
性
ヨ
ウ

素
に
よ
る
甲
状
腺
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め

に
、
予
防
的
に
服
用
す
る
医
薬
品
で
、

服
用
量
は
、
3
歳
か
ら
12
歳
ま
で
は
丸

薬
1
錠
、
13
歳
以
上
は
2
錠
で
、
ヨ
ウ

素
や
成
分
に
対
し
過
敏
症
の
既
往
歴
が

あ
る
人
は
服
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
住
民
へ
は
、

今
後
説
明
会
を
開
催
し
、
医
師
等
か
ら

効
能
の
説
明
や
問
診
を
受
け
て
事
前
に

配
布
し
ま
す
。
た
だ
し
、3
歳
未
満
の

乳
幼
児
は
、薬
剤
師
等
に
よ
る
液
剤
の

調
製
が
必
要
な
た
め
、
事
前
配
布
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
は
、
避
難
ル
ー

ト
に
面
し
た
学
校
等
の
公
共
施
設
に
お

い
て
、
原
則
医
師
が
関
与
し
、
配
布･

服
用
と
な
り
ま
す
。
配
布
場
所
は
、
現

在
検
討
中
の
た
め
、
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

(

※
1)

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

↑避難車両に放射性物質の付着の有無を
　確認する ｢ ゲート型スクリーニング ｣
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お知らせ
Mihama　Information

保
育
園
新
規
入
園
児
童
の

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

入
江)  

☎
32
︲
６
７
０
４

　

町
で
は
、
平
成
27
年
4
月
に
新
し
く
町

内
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の

申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

10
月
1
日(

水)

～
20
日(

月)

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
9
月
26
日(

金)

よ
り
各

保
育
園
で
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、入
園
を
希

望
す
る
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
の
途
中
入
園
を
約
束
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
5
月
以

降
の
途
中
入
園
の
希
望
者
を
把
握
し
た
い

の
で
、
予
定
の
あ
る
方
は
各
園
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
に
は
、
入
園
審
査
及
び
施
設
定
員

が
あ
る
た
め
、
条
件
に
よ
っ
て
は
、
受
け

入
れ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
地
域
運
転
者
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
交
通
安
全
協
会

☎
25
︲
６
３
８
６

● 

日
程･

会
場

　

10
月
8
日(

水) 

美
浜
北
小
学
校

　

10
月
9
日(

木)

美
浜
東
小
学
校

　

10
月
10
日(

金)

は
あ
と
ぴ
あ

● 

時
間　

　

各
会
場
と
も 

午
後
7
時
～
8
時
30
分

※
地
元
会
場
で
受
講
が
で
き
な
い
場
合

は
、
他
の
会
場
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
ぜ

ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

↑自動車運転時の注意点について学ぶ受講者

み
ん
な
で
歩
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
︲
３
７
４
７

　

福
井
県
健
康
増
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.fu
ku

i.lg.jp
/　

　

d
o
c/ken

ko
u
/

● 

内 

容　

▼
イ
ベ
ン
ト
参
加
部
門

　

県
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
し

ま
す
。

※
参
加
回
数
や
平
均
歩
数
、
抽
選
で
景
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福

井
県
健
康
増
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
個
人
で
も
、職
場
仲
間
、

家
族
等
の
チ
ー
ム
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
個
人
部
門

　

個
人
で
参
加
し
、
平
均
歩
数
を
競
い
ま

す
。

▼
チ
ー
ム
部
門

 

3
人
1
チ
ー
ム
で
参
加
し
、
平
均
歩
数

を
競
い
ま
す
。

▼
フ
リ
ー
参
加
コ
ー
ス

 

自
由
に
期
間
を
決
め
て
、
最
低
1
个
月

間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

コミュニティバス新庄線 (やまびこ号 )時刻変更のお知らせ

　平成 26 年 10 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日にかけて、農業用パイプライン工事に
よるコミュニティバス新庄線 ( やまびこ号 ) の経路変更に伴い、次のバス停で乗降時刻が
変更となります。大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

期　間 平成26年 10月 1日 ( 水 ) ～ 10月 7日 ( 火 )

会　   場　のれん会空き家管理センター(福井市御幸4丁目12－15)

相 談 料　無料　

相談例
・県外に転勤でしばらく我が家に住まないので、貸せるでしょうか。
・昔住んでいた我が家を売りたい。
・田舎暮らしがしたくて、県外から移住したい。
・家庭菜園ができる家を探している。

空き家相談 総合窓口が開設されます

※お問い合わせ先　　福井県不動産のれん会　☎0776‐21‐5151／FAX0776‐21‐5156

受付時間　午前9時～正午、午後1時～5時(土日祝は休み)

バス停 1便 2便 3便 4便
新庄 7:15 8:45 14:20 17:10

横谷橋 7:16 8:46 14:21 17:11
雲谷 7:19 8:49 14:24 17:14
野口 7:21 8:51 14:26 17:16
上野 7:22 8:52 14:27 17:17
佐野 7:23 8:53 14:28 17:18
安江 7:24 8:54 14:29 17:19
宮代 7:26 8:56 14:31 17:21
東山 7:27 8:57 14:32 17:22

新庄発　→　美方病院行き
バス停 1便 2便 3便 4便
東山 11:08 13:33 16:43 19:41
宮代 11:09 13:34 16:44 19:42
安江 11:10 13:35 16:45 19:43
佐野 11:11 13:36 16:46 19:44
上野 11:12 13:37 16:47 19:45
野口 11:13 13:38 16:49 19:46
雲谷 11:15 13:40 16:51 19:48

横谷橋 11:18 13:43 16:54 19:51
新庄 11:19 13:44 16:55 19:52

美方病院発　→　新庄行き

期　間 平成26年10月8日(水)～平成27年3月31日(火)

バス停 1便 2便 3便 4便
新庄 7:20 8:50 14:25 17:15

横谷橋 7:21 8:51 14:26 17:16
雲谷 7:24 8:54 14:29 17:19
野口 7:26 8:56 14:31 17:21
上野 7:27 8:57 14:32 17:22
佐野 7:28 8:58 14:33 17:23
安江 7:29 8:59 14:34 17:24
宮代 7:31 9:01 14:36 17:26
東山 7:32 9:02 14:37 17:27

新庄発　→　美方病院行き
バス停 1便 2便 3便 4便
東山 11:03 13:28 16:38 19:36
宮代 11:04 13:29 16:39 19:37
安江 11:05 13:30 16:40 19:38
佐野 11:06 13:31 16:41 19:39
上野 11:07 13:32 16:42 19:40
野口 11:08 13:33 16:44 19:41
雲谷 11:10 13:35 16:46 19:43

横谷橋 11:13 13:38 16:49 19:46
新庄 11:14 13:39 16:50 19:47

美方病院発　→　新庄行き

※この期間、佐野のバス停が県道松屋河原市線沿いに変更になります。バス停の位置については、　
　町ホームページ、行政チャンネル、関係区の回覧文書等をご覧ください。

※お問い合わせ先　　町住民環境課(担当･上野)　☎32‐6703

※美方病院～麻生の間は通常の時間で運行します。

※美方病院～麻生の間は通常の時間で運行します。

空き家の適正管理や活用(賃貸･売買)、解体等のさまざまな相談に対応する窓口が開設されます。

平成26年度美浜町防災訓練(東地区)を実施します

※お問い合わせ先　　町総務課 防災安全室(担当・川尻)　 ☎32‐6700

　町では、大地震等のいつ発生するか予測できない災害に備え、防災訓練を実施します。
　地域での防災を軸に、災害に負けないまちづくりを推進するため、皆さんのご協力をお願いします。

※当日は、防災訓練で防災無線、音声告知放送、緊急エリアメール(町内全域)及び登録
　メールで、避難勧告等のお知らせをします。
※午前9時20分頃に、美浜東小学校上空で防災ヘリによる救出訓練を行います。騒音等
　でご迷惑をお掛けしますがご理解とご協力をお願いします。

平成26年

10月開設

あおなみ保育園

せせらぎ保育園

みずうみ保育園

日　　時　10月5日(日)　午前7時～11時

訓練会場　美浜東小学校･あおなみ保育園

対象地区　東地区(坂尻、山上、太田、佐田、北田、菅浜、竹波、丹生、けやき台)

※この期間は、佐野のバス停が元の位置に戻ります。

↑消火訓練
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お知らせ
Mihama　Information

※お問い合わせ先　町文化財室(担当･松葉) ☎32ｰ0027

若狭の塩 再考
～古代若狭の塩の生産と流通をめぐって～

10月4日(土)
午前10時30分～午後5時

100人
(当日先着順)

無料

↑昨年の歴史フォーラムの様子

生涯学習センターなびあす
コミュニティルーム

※事前の申し込みは必要ありません。

※興味のある講演のみの聴講も可能です。

日　時　10月18日(土)　午前9時～午後6時
　　　　10月19日(日)　午前9時～午後5時

会　場　福井県立若狭図書学習センター(小浜市南川町6‐11)

対　象　どなたでも参加できます　

生涯学習の祭典｢2014 マナビ･フェスティバルin若狭｣

※お問い合わせ先　　福井県立若狭図書学習センター　☎0770‐52‐2705

生涯学習について考え体験する機会として｢2014マナビ･フェスティバルin若狭｣を開催します。

内　容　ライフ･アカデミー講座、ステージ発表、体験コーナー、展示、
　　　　おはなし会、こども映画会、おいしいもの市　ほか　
申し込み　当日受付(ライフ･アカデミー講座は事前申し込み者優先)　　

イ
～福滋県境交流促進協議会からのお知らせ～
　福滋県境交流促進協議会は、嶺南6市町と滋賀県湖北･湖南の3市(米原市･長浜市･高島市)で構成される協議会です。
　協議会では、県境を越えて交流を深め、各市町間で連携･協力することで、相互の魅力あるまちづくりを進めています。

開催日 イベント名 開催場所 お問い合わせ先
10月4日(土)
～5日(日) アートインナガハマ 長浜市街地一帯 アートインナガハマ事務局 ☎0749-65-0393

10月5日(日) 第15回熊川いっぷく時
代村 熊川宿(若狭町) 熊川いっぷく時代村実行委員

会(熊川地区公民館内) ☎0770-62-0135

10月11日(土)
　 ～12日(日)

新幹線高速試験車両特
別公開

(公財)鉄道総合技術研
究所(米原市)

米原観光協会
(米原市商工観光課内) ☎0749-58-2227

10月11日(土)
～13日(月) 米原曳山まつり 湯谷神社(米原市) 米原観光協会

(米原市商工観光課内) ☎0749-58-2227

10月12日(日) 大道芸フェスタ
in虎御前

虎姫生きがいセンター
(長浜市)

とらひめまつり大会委員会
(虎姫商工会) ☎0749-73-4060

10月12日(日) 豊公まつり 豊国神社･長浜市街地 豊国神社 ☎0749-62-4838

10月13日(月) 敦賀みなとフェスタ
2014

敦賀港フェリーターミ
ナル、フェリー船内等 敦賀市国際交流貿易課 ☎0770-22-8129

10月18日(土) 長浜きもの大園遊会 長浜市街地一帯 長浜きもの大園遊会運営委員会
(長浜市観光振興課内) ☎0749-65-6521

10月19日(日) 出張！なんでも鑑定団
in若狭町 パレア若狭(若狭町) 若狭町政策推進課 ☎0770-45-9112

10月19日(日)
高島市制10周年記念事業

びわ湖高島栗マラソン
マキノピックランド発
着(高島市)

びわ湖高島栗マラソン実行委員
会(高島市市民スポーツ課内) ☎0740-32-4459

10月24日(金)
～26日(日)

つるが観光物産フェア
2014

きらめきみなと館イベ
ントホールほか

つるが観光物産フェア開催実行
委員会(敦賀市観光振興課内) ☎0770-22-8128

↑長浜きもの大園遊会(長浜市)

ベント情報 若狭路恐竜展 2014
　福井県恐竜博物館のコレクションが嶺南で初公開されます。　
｢ スコミムス ｣ をはじめ、24 体の全身骨格標本や本物の化石等、
大迫力の恐竜展です。
　この秋、嶺南で恐竜の歴史や進化の謎を体験しよう。

日　時　10月4日(土)　午前10時～午後4時

会　場　プラザ萬象(敦賀市東洋町1‐1)、小浜商工会議所(小浜市大手町5-32)

相談料　無料　

相談例
・相続が開始したが、土地や家屋の名義をまだ書き換えていない。
・クレジットカード会社や消費者金融からしつこく借金返済の催促を受けている。
・知的障がいを持つ子どもの将来が心配。
・アパートを退去する際、多額の原状回復費を請求された。

司法書士法律相談が開催されます

※お問い合わせ先　　福井県司法書士会　☎0776‐30‐0001

若狭路に恐竜ワールド出現！

美浜町制施行 60周年記念イベント
同時開催！

日 時

会 場

定 員

参加費

平成26年度美浜町歴史フォーラム

■入場料 一般／ 500 円、高校生 ･ 大学生／ 350 円
小学生 ･ 中学生／ 250 円、幼児 ･ 高齢者 (70 歳以上 ) ／無料

午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分 ( 入場は午後 4 時まで )
■日　時 10 月 4 日 ( 土 ) ～ 11 月 16 日 ( 日 )

■会　場 総合体育館

　若狭路恐竜展 2014 とあわせて、美浜町制施行 60 周年記念イベントを同時開催します。
　若狭路物産展、美浜町 60 年のあゆみ展、映画 ｢ サクラサク ｣ 製作の流れ、サイエンス体験、
ステージイベント等、盛りだくさんの内容でお待ちしています。

● 趣旨説明｢古代若狭の塩の生産と流通をめぐって｣

● フォーラム1 
　｢文献史料からみた古代若狭の生産｣

● フォーラム2
　｢丹後からみた古代若狭の土器製塩｣

● フォーラム3
　｢平城京に運ばれた製塩土器｣

● フォーラム4
　｢古代日本文学に描かれた若狭－琵琶湖水系と交易｣

● 座談
　｢若狭の塩、再考｣

講師　柳沢菜々 氏(日本学術振興会 特別研究員)

講師　松本達也 氏(舞鶴市文化振興課 主任)

講師　神野 恵 氏
　　　(奈良文化財研究所考古第一研究室　主任研究員)

講師　堂野前 彰子 氏(明治大学経営学部　兼任講師)

●

●

内 容

※お問い合わせ先　
若狭路恐竜展2014実行委員会(福井県観光営業部ブランド営業課内)  ☎0776‐20‐0227
美浜町制施行60周年記念イベント実行委員会(町商工観光課内) 　　  ☎0770‐32‐6705

　若き研究者たちが古代の塩づく
りに迫ります。若狭地方や周辺地
域の古代の塩づくりを通じて、古
代美浜の歴史、文化を探ります。

※ 10 月 19 日、11 月 15 日、16 日は入場無料！

↑昨年のマナビ･フェスティバルの様子


